
子どもたちや保護者、地域の方が
おひさまのような笑顔で

いられる場所であり続けます。
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学年を越えて遊ぶ子どもたち

█ 

組
合
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

（
田
中
氏
）

　

平
成
15
年
に
幼
稚
園
の
保
護
者
有
志
に
よ
る
任
意
団
体「
お
ひ
さ

ま
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
共
働
き
世
帯
が
増
え
る
な
か
、「
保
護
者

が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
、
子
ど
も
た
ち
が
み
ん
な
で
遊
べ
る
場
」

を
作
り
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子
育
て
支

援
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
は
総
社
市
の
委
託
を
受
け
、
学
童
保
育「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
お
ひ
さ
ま
」を
開
設
。
さ
ら
に
平
成
26
年
に
は
幼
児
保
育

部
門
を
企
業
組
合
と
し
て
法
人
化
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
未
就
園
児

10
名
、
幼
稚
園
児
20
名
、
小
学
生
40
名
程
度
の
子
ど
も
た
ち
が
年
齢

を
越
え
て
仲
良
く
遊
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
交
流
や
保
護
猫
活
動
等
の
様
々
な
取
組
の
な
か
で
、

子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
経
験
を
積
め
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
保

育
士
、
看
護
師
、
教
員
、
幼
稚
園
教
員
、
学
童
指
導
員
な
ど
、
多
様

な
資
格
・
ス
キ
ル
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
連
携
し
、
一
人
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
た
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

█ 

お
ひ
さ
ま
の
特
徴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

（
井
田
氏
）

　

お
ひ
さ
ま
で
は
、
1
歳
か
ら
小
学
6
年
生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が

一
緒
に
過
ご
し
、
幅
広
い
年
齢
の
仲
間
と
群
れ
遊
ぶ
な
か
で
、
自
然

と
社
会
性
や
協
調
性
を
育
ん
で
い
ま
す
。
幼
児
と
小
学
生
が
日
常
的

に
関
わ
る
こ
と
で
、
小
さ
な
子
は
年
長
者
に
憧
れ
を
持
ち
、
大
き
な

子
は
思
い
や
り
と
責
任
感
を
養
い
、
き
ょ
う
だ
い
の
よ
う
に
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
も
子
ど
も
た
ち
か
ら「
先
生
」で
は
な
く
、「
○

○
お
ば
ち
ゃ
ん
」や「
○
○
ち
ゃ
ん
」等
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
な
か
で
安
心
し
て
自
己
表
現
が
で

き
、
地
域
の
方
々
に
も
ス
タ
ッ
フ
と
同
じ
よ
う
に
親
し
み
を
も
っ
て

接
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
方
と
も「
保
護
者
と
保
育
所
の
役
割
を
や
る
べ
き
こ
と

を
切
り
分
け
る
の
で
は
な
く
、
一
緒
に
な
っ
て
子
育
て
を
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」と
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
お
ひ
さ
ま
は
、
子

ど
も
た
ち
と
保
護
者
、
地
域
の
方
々
、
ス
タ
ッ
フ
が
ひ
と
つ
の
大
家

族
の
よ
う
な
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の「
や
り
た
い
！
」を
尊
重
し
、
大
人
が
す
べ

て
決
め
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
自
身
が
主
体
的
に
考
え
、
実

現
で
き
る
環
境
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
6
年
生
を
送
る

会
は
5
年
生
が
企
画
運
営
し
、
キ
ャ
ン
プ
や
宿
泊
体
験
な
ど
の
各
種

イ
ベ
ン
ト
も
子
ど
も
た
ち
の
発
案
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
大
き
な
イ

田
中 

智
子  

氏

井
田 

智
江  

氏

子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
地
域
の
方
が

お
ひ
さ
ま
の
よ
う
な
笑
顔
で
い
ら
れ
る

場
所
で
あ
り
続
け
ま
す
。

あ
そ
び
の
き
ち
お
ひ
さ
ま
企
業
組
合  

理
事
長

あ
そ
び
の
き
ち
お
ひ
さ
ま
企
業
組
合  

理
事

リ
ー
ダ
ー
ズ「
ア
イ
」

Leader’s リーダーズ「アイ」特集

理事理事
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地域の方と交流する子どもたち譲渡会で子どもたちが作成した缶バッジ

ち
が
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
案
内
チ
ラ
シ
を
作
成
し
た
り
、
自
分
た
ち

で
描
い
た
猫
の
イ
ラ
ス
ト
を
缶
バ
ッ
ジ
に
し
て
販
売
し
、
売
上
で
猫

の
餌
を
購
入
す
る
な
ど
、
貴
重
な
体
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

█ 

今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か

（
田
中
氏
）

　

こ
れ
ま
で
は
特
別
に
営
業
や
集
客
を
行
わ
ず
と
も
、
口
コ
ミ
等
か

ら
一
定
の
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
少
子
化
が
一
層
加

速
す
る
な
か
、
今
後
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
稿
や
チ
ラ
シ
配
布
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
企
業
と
の
利
用
契
約
の
導
入
な
ど
も
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
方
々
か
ら
は
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
遠
方
か

ら
も
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
自
信
を
も
っ
て
、
多
く
の

方
々
に
お
ひ
さ
ま
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

█ 

子
育
て
世
代
や
保
護
者
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ

（
田
中
氏
）

　

お
ひ
さ
ま
に
は
、
異
年
齢
の
群
れ
遊
び
を
通
じ
た
子
ど
も
同
士
の
育

ち
合
い
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
よ
く
食
べ
、
よ
く
寝
て
、
よ

く
遊
び
、
多
く
の
人
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
多
様
な
経
験
を
通
じ
て
自
主

性
や
社
会
性
を
身
に
着
け
、人
を
愛
し
愛
さ
れ
る
子
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　

お
ひ
さ
ま
は「
社
会
を
学
ぶ
場
」で
あ
り
、「
集
団
生
活
の
中
で
我

慢
す
る
力
を
つ
け
、負
け
な
い
心
を
育
て
る
修
行
の
場
」で
あ
り
、「
一

人
ひ
と
り
の
個
性
を
引
き
出
し
伸
ば
す
場
」で
す
。

　

子
ど
も
は
一
人
ひ
と
り
違
う
個
性
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス

で
成
長
し
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
の
あ
り
の
ま
ま
を
受
け
入
れ
て
愛

を
伝
え
て
欲
し
い
で
す
。
と
は
い
え
、
子
育
て
は
楽
し
い
こ
と
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悩
み
や
不
安
を
感
じ
た
と
き
は
、
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
、
私
た
ち「
お
ひ
さ
ま
」を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
。�

（取材／組織支援課　小郷）

ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
小
学
校
の
体
育
館
を
貸
し
切
っ
て
1
万
8
千
個

の
ド
ミ
ノ
倒
し
を
開
催
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
す
れ
ば
ア
イ
デ
ア
を
形
に
で
き
る
か
、
子
ど
も
と
大
人
が
一

緒
に
な
っ
て
考
え
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
自
主
性
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
お
ひ
さ
ま
で
は
支
援
の
必
要
が
あ
る
子
も
受
け
入
れ
て

い
ま
す
。
特
性
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
は
困
っ
た
と
き

は
手
を
貸
し
合
い
、
特
別
扱
い
す
る
こ
と
な
く
お
互
い
自
然
体
で
接

し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
様
々
な
個
性
と
触
れ
合
っ
て
き
た

経
験
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
も
活
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

█ 

地
域
交
流
等
の
取
組
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か

（
井
田
氏
）

　

地
域
の
方
々
や
、
お
ひ
さ
ま
を
卒
業
し
た
中
高
生
が
、
日
常
的
に

手
伝
い
や
遊
び
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た「
わ
く
わ
く
温
羅
ク

ラ
ブ
昭
和
」と
い
う
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
開
講
し
て
お
り
、
地
域

の
方
が
先
生
と
な
っ
て
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
、
将
棋
、
工

作
教
室
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
月
に
15
回
程
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
ひ
さ
ま
で
は
子
ど
も
た
ち
の
お
昼
ご
は
ん
と
一
緒
に
お

惣
菜
を
作
っ
て
お
り
、
保
護
者
や
地
域
の
方
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
会
計
に
挑
戦
し
、社
会
体
験
と
し
て
学
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
昨
年
か
ら
、
主
任
児
童
委
員
を
務
め
る
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
発
案

で
、
地
域
の
買
い
物
難
民
の
方
へ
、
見
守
り
を
兼
ね
た
お
弁
当
の
配

達
を
始
め
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
メ
ニ
ュ
ー
表
に
イ
ラ
ス
ト
や
お

手
紙
を
添
え
た
り
、
保
護
者
の
許
可
を
得
た
子
は
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒

に
配
達
を
行
っ
た
り
し
、
利
用
者
の
方
に
も
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

地
域
猫
活
動
で
は
、
子
ど
も
た
ち
は
猫
の
お
世
話
を
通
じ
て
、
命

の
大
切
さ
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
譲
渡
会
で
は
、
子
ど
も
た
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事業名事業名 内容内容 主な経費対象主な経費対象 所管課・募集時期所管課・募集時期

組合特定問題組合特定問題
支援事業支援事業

組合・業界特有の問題について、専門家を招組合・業界特有の問題について、専門家を招
いたセミナーや先進地の視察など多様な課題いたセミナーや先進地の視察など多様な課題
に対応いたします。に対応いたします。

【活用の一例】【活用の一例】
〇 〇 デジタル化や DXなど新技術や新しい取りデジタル化や DXなど新技術や新しい取り

組みに対応するセミナー実施組みに対応するセミナー実施
〇業界に係わる法律の研修会開催〇業界に係わる法律の研修会開催
〇 組合員の商品を PRする販路拡大イベント〇 組合員の商品を PRする販路拡大イベント

を開催を開催
〇 BCP（連携型）の策定計画〇 BCP（連携型）の策定計画
〇先進地への視察研修〇先進地への視察研修
〇 保証・契約問題等のあらゆる法律に係わる〇 保証・契約問題等のあらゆる法律に係わる

諸問題《弁護士》諸問題《弁護士》
〇税務に関する問題《税理士》〇税務に関する問題《税理士》

対象経費 :対象経費 :
謝金、講師旅費、会場費、謝金、講師旅費、会場費、
テキスト費、車両借上費テキスト費、車両借上費
などなど

補助金の上限は15万円補助金の上限は15万円

実施総経費の受益者負実施総経費の受益者負
担（1担（1//3）3）

組織支援課組織支援課
・通年・通年

組合組合等等DDXX推進推進
支援事業支援事業

組合等の Web サイトやネットワークの構築組合等の Web サイトやネットワークの構築
や PR コンテンツ（動画等）、アプリ開発を支や PR コンテンツ（動画等）、アプリ開発を支
援すると共に、より高度な DX活用を研究・援すると共に、より高度な DX活用を研究・
検討する為の専門家のアドバイスを受けなが検討する為の専門家のアドバイスを受けなが
ら支援を行います。ら支援を行います。

【活用の一例】【活用の一例】
〇 組合のホームページを制作・リニューアル〇 組合のホームページを制作・リニューアル
〇組合 PR動画等の作成・SNS対応〇組合 PR動画等の作成・SNS対応
〇 独自アプリ等を活用して相互連携を図る〇 独自アプリ等を活用して相互連携を図る

対象経費：対象経費：
謝金費など謝金費など

補助金の上限は15万円補助金の上限は15万円

実施総経費の受益者負実施総経費の受益者負
担（1／3）担（1／3）

組織支援課組織支援課
・4月下旬
　　　〜5月上旬
※※  募集時期が早く募集時期が早く

なっております。なっております。
お早めにお問合お早めにお問合
せください。せください。

先進組合等先進組合等
リスキリングリスキリング
視察支援事業視察支援事業

組合・組合員等が先進的な組合事例に直接現組合・組合員等が先進的な組合事例に直接現
地で触れることで新たな知見を得ること（リス地で触れることで新たな知見を得ること（リス
キリング）や、広範囲な人的ネットワークを構キリング）や、広範囲な人的ネットワークを構
築することで、組合を通じた価値の向上と組築することで、組合を通じた価値の向上と組
合・組合員にとってのビジネスチャンスの創合・組合員にとってのビジネスチャンスの創
出を促進します。出を促進します。

【活用の一例】【活用の一例】
〇 先進組合及び傘下の組合員企業の視察〇 先進組合及び傘下の組合員企業の視察
〇〇 先進組合及び傘下の組合員企業との交流 先進組合及び傘下の組合員企業との交流

対象経費：対象経費：
謝金、旅費など謝金、旅費など

補助金額については要補助金額については要
相談相談

実施総経費の受益者負実施総経費の受益者負
担（1／3）担（1／3）

組織支援課組織支援課
・通年・通年

女性経営者女性経営者
育成支援事業育成支援事業

女性部を有する組合等を対象とした経営塾等女性部を有する組合等を対象とした経営塾等
を開催し、女性活躍を推進するとともに人材を開催し、女性活躍を推進するとともに人材
確保・定着・やりがいなどをテーマに研鑽を確保・定着・やりがいなどをテーマに研鑽を
おこなう。おこなう。

【活用の一例】【活用の一例】
〇女性経営塾〇女性経営塾
〇女性採用塾〇女性採用塾

対象経費：対象経費：
謝金、会場費、テキス謝金、会場費、テキス
ト費などト費など

補助金額については要補助金額については要
相談相談

受益者負担はありません受益者負担はありません

組織支援課組織支援課
・通年・通年

令和7年度組合関係補助金のご紹介
岡山県中央会が今年度実施する、組合が活用できる補助事業を取りまとめました。是非この機会にご検討ください。

※ 各事業ごとに、所管課が決まっております。補助金の申請に当たっては事前に所管の担当職員が詳しくご説明い※ 各事業ごとに、所管課が決まっております。補助金の申請に当たっては事前に所管の担当職員が詳しくご説明い
たしますのでお気軽にご相談ください。たしますのでお気軽にご相談ください。
ここにご紹介した事業以外に、全国中央会の中小企業組合等課題対応支援事業も募集しております。ここにご紹介した事業以外に、全国中央会の中小企業組合等課題対応支援事業も募集しております。
詳しくは、組織支援課までお問い合わせください。詳しくは、組織支援課までお問い合わせください。
https://www.chuokai.or.jp/contents/josei/kadai/2024/R7-kadai.pdf

（全国中央会課題対応支援事業のパンフレットはこちらよりダウンロードいただけます。）（全国中央会課題対応支援事業のパンフレットはこちらよりダウンロードいただけます。）
岡山県中央会　TEL（岡山県中央会　TEL（086））224-2245●問い合わせ先
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海外需要開拓を行う事業とは
国内の生産性を高めるための事業で、以下の4つを指します。
・海外への直接投資に関する事業
・海外市場開拓（輸出）に関する事業
・インバウンド対応に関する事業
・海外企業との共同で行う事業
※ 各事業ごとに要件がありますので、詳細はものづくり補

助金総合サイトをご確認ください。

「
中
小
企
業
特
別
高
圧
電
力
価
格
高
騰

対
策
支
援
金
」の
第
6
期
の
受
付
開
始

の
ご
案
内

●
問
い
合
わ
せ
先

中
小
企
業
特
別
高
圧
電
力
価
格
高
騰
対

策
支
援
金
事
務
局

T
E
L
：（
０
８
６
）2
3
0
︲
4
6
8
5

（
平
日
9
時
00
分
〜
12
時
00
分
、

�

13
時
00
分
〜
17
時
00
分
）

��

（
組
織
支
援
課　
林
）

　
岡
山
県
で
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
が
続
き
、
収
束
の
見
通
し
が
困
難
な

状
況
で
あ
る
中
、
中
小
企
業
の
競
争
力

強
化
及
び
県
内
産
業
の
活
力
維
持
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
特
別
高
圧
電

力
を
受
電
す
る
県
内
中
小
企
業
等
に
対

し
、
電
気
使
用
量
に
応
じ
て
支
援
金
を

交
付
す
る「
岡
山
県
中
小
企
業
特
別
高

圧
電
力
価
格
高
騰
対
策
事
業
」を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　
3
月
17
日（
月
）よ
り
第
6
期（
令
和
6

年
8
月
か
ら
10
月
分
の
電
力
使
用
量
が

対
象
）の
申
請
に
つ
い
て
受
付
を
開
始
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●
第
6
期
支
援
金
申
請
締
切

令
和
7
年
5
月
30
日（
金
）17
：
00
ま
で

●�

特
別
高
圧
電
力
価
格
高
騰
対
策
支
援

金
特
設
サ
イ
ト

支
援
金
の
概
要
、
支
援
金
の
申
請
方

法
、
申
請
様
式
、
Q
&
A
は
こ
ち
ら
の

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w
.oka-tokkou.jp

「ものづくり補助金」とは、中小企業等が行う、生産性向上に資する革新的な新製品・新サービス開発や海外需要
開拓を行う事業のために必要な設備投資等の取組を支援するものです。

ものづくり補助金公募中！

製品・サービス高付加価値化枠 グローバル枠

革新的な新製品・新サービス開発とは
・ 顧客等に新たな価値を提供することを目的に、自社の技術

力等を活かして新製品・新サービスを開発することです。
・ 単に機械装置等を導入するだけで新製品・新サービスの

開発を伴わないものは補助対象外です。
・ また、同業の中小企業者等や同一地域における同業他社

において相当程度普及しているものの開発は、新製品・
新サービス開発には該当しません。

詳細はものづくり補助金総合サイトをご確認ください。詳細はものづくり補助金総合サイトをご確認ください。

活用イメージ 3活用イメージ 3
日本酒の海外市場獲得のた
めに新商品を開発し、国内工
場の製造ラインに自動ビン
詰めライン一式を導入する
とともに、海外市場に広告宣
伝を行う。

活用イメージ 1活用イメージ 1
同地域内の廃棄酒粕を活用し、赤酢を開
発。そのプロセスに必要な撹拌機付きタ
ンクや絞り機、ポンプ等を購入。

活用イメージ 2活用イメージ 2
広告制作で培ったデザインカを活かし
てデジタルコンテンツ分野に進出する
ため、独自の演出効果を組み込めるシ
ステムを開発。

19次分の申請受付は、4月25日（金）17時まで
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法人税等の確定申告
（国、県、市町村）5月31日

組合決算期の事務手続きについて
　組合では、年度末を迎えると、帳簿の締めや決算諸表の作成準備及び年度更新事務に加え、定款や法で
定められた各種事務手続き（監査、理事会、総会など）を行わなければなりません。
　年度末を迎えた組合におかれましては、決算期の事務手続き手順をご確認ください。

組合決算期の事務手続き手順例

決算日：3月31日 理事会：5月9日 通常総会：5月25日と仮定した場合

年度末（決算日）

監事に決算関係
書類を提出

↓
監査

22
週
間
以
上

週
間
以
上

中中
77
日
以
上

日
以
上

（
短
縮
可
）

（
短
縮
可
）

中中
1010
日
以
日
以
上上

（
短
縮
可
）

（
短
縮
可
）

3月31日

22
週
間
以
内

週
間
以
内

4月3日

出資総口数及び
払込済出資総額の
変更の登記

4月28日

監査報告の
内容通知4月30日

理事会の招集5月1日

理事会の開催5月9日
決算関係書類及び
事業報告書を備え置く5月10日

総会招集通知の発送5月14日

通常総会の開催5月25日

決算関係書類の提出
（所管行政庁）6月8日

理事会の1週間前までに、各
理事に招集通知。

※�理事全員の同意があれば招
集手続きの省略可

※�招集期間の短縮可（1週間
を下回る期間を定款で定め
た場合は、その期間）

組合は、通常総会の2週間前
までに決算関係書類及び事業
報告書を主たる事務所及び従
たる事務所に備え置かなけれ
ばならない

通常総会の10�日前までに組合員に
到達するよう招集通知。

※�総会招集通知には、議案の他、理
事会の承認を受けた決算関係書類、
事業報告書及び監査報告を添付し、
組合員に提供しなければならない

※�組合員全員の同意があれば招集手
続の省略可（商店街振興組合は該当
しない）

※�招集期間の短縮可（10日を下回る期
間を定款で定めた場合は、その期
間）（商店街振興組合は該当しない）

監事は理事に対して決算関係書類・
事業報告書の全部を受領した日から
4週間経過した日、もしくは理事と
の合意により定めた日のいずれか遅
い日までに監査報告の内容を通知

※�監査期限は、監事と理事の合意が
あっても4週間を下回る期間を予め
定めることはできませんが、4週間
を下回る日までに監事が理事に監
査報告を通知すれば、その時点で
監査を受けたこととなります。

22
ヵヵ
月
以
内

月
以
内

44
週
間
以
内

週
間
以
内

原
則
原
則
44
週
間（
短
縮
可
）

週
間（
短
縮
可
）
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決算関係書類等はデータでの提出が可能です
　決算関係書類等を岡山県中央会にご提出頂く際、データでのご提出が可能です。（従前の通り、紙媒体での
ご提出を頂くこともできます。）
　データでご提出を頂く場合は、当会 HPよりアクセスできる「決算関係書類等提出用 Web フォーム」より必
要事項（組合名、入力担当者名、メールアドレス等）をご入力頂くとともに、提出書類のデータを添付して頂
きますようお願い致します。

【決算関係書類等提出用 Web フォームにご
入力頂く内容】

1． 決算関係書類一式（原則、下記の7つのデータ
をひとまとめにして PDF化）

①決算関係書類提出書
②事業報告書
③財産目録
④貸借対照表
⑤損益計算書
⑥剰余金処分案又は

損失処理案
⑦監査報告書
上記以外の決算に関する書類は原則提出不要です
が、上記の7つの書類とまとめてデータ化し、ご
提出頂いて構いません。（わざわざデータが7つの
書類のみになるように分割・抽出等をして頂く必
要はありません。）

【データでの提出が可能になる書類】

①組合名
②理事長名
③入力担当者名
④メールアドレス
⑤提出書類年度
（提出時点の年度ではなく、提出する書類に対応
した年度をご入力ください。
例： 2024/4/1〜2025/3/31の決算関係書類の

場合、2024年とご入力ください。）
⑥提出日

PDF

2．総会議事録（総会議事録のみのデータをPDF化）
押印が必要かどうかは組合
の定款（総会議事録）の規定
の内容によりますので定款
をご確認ください。押印が必
要な場合、押印後の書類を
PDF化してご提出ください。

PDF ●問い合わせ先

岡山県中央会　組織支援課
電話：（086）224-2245

　今後はご提出頂いた決算関係書類等を、岡山県
中央会を通してデータで岡山県庁に提出するよう
になりますが、その他の岡山県庁以外の所管行政
庁についてはこれまで通り紙媒体での受付となり
ます。岡山県庁以外の所管行政庁宛ての決算関係
書類等については、従前の通り直接郵送でご提出
ください。

【ご提出においての注意点】

4． 理事会議事録（理事会議事録のみのデータを
PDF化）
総会議事録とは異なり、
いずれの組合においても
従前の通り押印が必要で
す。押印後の書類を PDF
化してご提出ください。

PDF

決算関係書類等提出用 Web フォーム

3． 役員変更書類一式（原則、下記の3つのデータ
をひとまとめにして PDF化）
①役員変更届出書
②変更理由書
③役員名簿

PDF

※ 役員変更を行った場合、下記の書類も合わせて
ご提出ください。
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に
関
す
る
質
問
や
組
合
運
営
に
関
す
る
悩

み
事
な
ど
を
相
談
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
決
算
期
に
お
け
る
事
務
手
続
き
は
毎
年

期
間
が
空
く
た
め
、各
種
書
類
作
成
時
に
疑

問
点
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。手
続
き
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、い
つ
で
も
当
会
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

組
織
支
援
課

T
E
L：（
０
８
６
）２
２
４
︲
２
２
４
５

　
決
算
期
に
お
け
る
各
種

様
式
デ
ー
タ
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
の
で
、
是

非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

組
合
役
職
員
講
習
会
を
開
催

岡
山
県
合
同
企
業
説
明
会
開
催
さ
れ
る

れ
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
各
ブ
ー
ス
訪
問
者
は

延
べ
4
3
6
名
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
参
加
企
業
か
ら
は
、「
学
生
の
就
活
時
期

が
早
ま
り
、少
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
学
生
と
接

点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
」、「
初
参
加
で
不

安
も
あ
っ
た
。ブ
ー
ス
訪
問
者
は
少
な
か
っ

た
が
、
そ
の
分
し
っ
か
り
説
明
で
き
た
」な

ど
コ
メ
ン
ト
。

　
一
方
、
参
加
学
生
か
ら
は「
自
分
の
知
ら

な
い
業
界
情
報
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」「
自

身
の
就
活
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
」な
ど
の
コ

メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、若
者
の
人
材
確
保

と
定
着
に
向
け
た
支
援
活
動
を
引
き
続
き

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
企
業
人
材
支
援
課
）

　
岡
山
県
中
央
会
は
去
る
3
月
12
日

（
水
）、
サ
ン
・
ピ
ー
チ
O
K
A
Y
A
M
A

に
お
い
て
、
令
和
6
年
度
管
理
者
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
リ

ア
ル
会
場
で
の
開
催
と
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
を
組
み
合
わ
せ
た
形
を
と
り
、
参
加
者

は
約
80
名（
内
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
約
60

名
）と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
3
部
構
成
で
講
習
会
を
開
催

し
、
第
1
部
で
は
、
当
会
職
員
か
ら
、「
組

合
の
決
算
期
に
お
け
る
事
務
手
続
き
」、

「
決
算
関
係
書
類
の
電
子
デ
ー
タ
に
よ
る

提
出
に
つ
い
て
」と
題
し
、
組
合
決
算
期

に
お
け
る
流
れ
や
決
算
書
類
の
提
出
方

法
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
、
岡
山
県
信
用
保
証
協
会

保
証
経
営
支
援
二
課
課
長
　
武
田
裕
子

氏
を
お
招
き
し
、「
岡
山
県
信
用
保
証
協

会
の
経
営
支
援
の
ご
案
内
に
つ
い
て
」と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
専
門

家
派
遣
な
ど
、
保
証
協
会
の
経
営
支
援
の

全
体
像
を
効
率
的
に
把
握
で
き
る
有
益

な
情
報
提
供
の
時
間
と
な
り
、
今
後
の
相

談
へ
の
き
っ
か
け
と
な
る
分
か
り
や
す

い
説
明
で
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　
第
3
部
で
は
、
個
別
相
談
会
も
行
わ

れ
、
参
加
者
は
当
会
指
導
員
に
各
種
制
度

　
岡
山
県
中
央
会

で
は
、
岡
山
県
の
委

託
を
受
け
、
県
内
18

大
学
・
短
大
等
で
構

成
さ
れ
る
大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
岡

山
と
連
携
し
て
、
去

る
3
月
3
日（
月
）

に「
岡
山
県
合
同
企

業
説
明
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。

　
説
明
会
に
は
、
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

推
薦
を
受
け
た
県
内
企
業
1
6
0
社
が

大
集
結
。

　
対
面
式
で
開
催
さ
れ
た
説
明
会
で
は
、

県
内
外
の
大
学
・
短
大
、
専
門
学
校
の
学

生
3
6
5
名
が
参
加
。
売
り
手
市
場
と
言

わ
れ
る
中
で
、
多
く
の
学
生
が
興
味
の
あ

る
企
業
や
企
業
の
各
ブ
ー
ス
を
訪
問
し
、

採
用
担
当
者
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
内
に
は
各
大
学

の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
相
談
コ
ー
ナ
ー

に
加
え
、
岡
山
県
の
就
職
相
談
・
説
明
コ

ー
ナ
ー
が
併
設
さ
れ
ま
し
た
。
翌
日
に

は
、
対
面
式
と
同
じ
企
業
1
6
0
社
に
よ

る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
説
明
会
も
開
催
さ

対面式説明会の様子

オンライン説明会の様子

中央会 News
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　（
一
社
）日
本
二
輪
車
文
化
協
会
が
、
バ

イ
ク
文
化
の
振
興
と
地
域
活
性
化
を
目

的
に
全
国
各
地
に
設
置
を
進
め
て
い
る

「
オ
ー
ト
バ
イ
神
社
」に
、
岡
山
市
中
区
東

山
の
玉
井
宮
東
照
宮
が
岡
山
県
内
で
初

め
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
月
8
日
、
現
地
で「
鎮
座
式
」が
開
催

さ
れ
、
岡
山
県
オ
ー
ト
バ
イ
事
業
協
同
組

合
の
青
木
理
事
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
約

20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
全
国
で
44
カ
所

目
の
認
定
と
な
る
玉
井
宮
東
照
宮
は
、
海

運
や
交
通
安
全
の
神
様
を
祀
る
神
社
と

知
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
バ
イ
ク
愛

好
家
が
交
通
安
全
祈
願
の
た
め
に
訪
れ

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
鎮
座

式
に
つ
い
て
は
、自

動
二
輪
車
業
界
を

活
性
化
さ
せ
る
べ

く
、岡
山
県
オ
ー
ト

バ
イ
事
業
協
同
組

合
も
協
力
、青
木
理

事
長
は「
岡
山
県
で

初
め
て
オ
ー
ト
バ

イ
神
社
が
誕
生
し

た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
う
。オ
ー
ト
バ
イ

神
社
を
目
的
に
多
く
の
方
が
集
ま
り
、岡
山

の
バ
イ
ク
文
化
と
業
界
が
ま
す
ま
す
盛
り

上
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
自
動
二
輪
車
は
環
境
へ
の
負
荷
が
比
較

的
軽
く
、経
済
的
に
も
安
価
で
す
が
、四
輪

車
と
比
べ
て
も
趣
向
性
が
高
く
、普
及
台
数

は
大
き
く
差
が
あ
る
の
が
現
状
で
す
。組
合

と
し
て
は
利
便
性
な
ど
を
前
面
に
出
し
た

利
用
促
進
P
R
に
注
力
し
つ
つ
、
ユ
ー
ザ

ー
に
対
し
て
安
全
安
心
な
バ
イ
ク
ラ
イ
フ

を
提
供
す
べ
く
、日
々
技
術
研
鑽
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課
　
小
郷
）

　
上
乗
せ
要
件
の
う
ち
、「
国
際
的
な
人
権

基
準
に
適
合
し
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
」

に
つ
い
て
は
、中
小
企
業
向
け
の
監
査
要
求

事
項
が
ま
だ
策
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、既
存
の

認
証
制
度
で
の
認
証
取
得
や
監
査
に
は
多

額
の
費
用
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
繊
維
産
業
の
監
査
要
求
事
項
・

評
価
基
準
を
含
め
、4
要
件
の
詳
細
を
お
伺

い
す
る
と
と
も
に
、繊
維
業
に
お
い
て
特
定

技
能
制
度
が
追
加
さ
れ
た
経
緯
、特
定
技
能

外
国
人
受
入
時
の
追
加
要
件
の
内
容
な
ど

を
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。追
加

要
件
の
う
ち
、「
国
際
的
な
人
権
基
準
に
適

合
し
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
」を
監
査
・

認
証
す
る
費
用
や
監
査
事
項
が
参
加
者
の

大
き
な
関
心
事
で
あ
り
、経
済
産
業
省
が
策

定
す
る「
J
A
S
T
I
」が
4
月
か
ら
運
用

開
始
に
な
る
こ
と
が
講
演
中
に
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
今
後
も『
繊
維
産
業
に

お
け
る
責
任
あ
る
企
業
行
動
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
』を
順
守
し
、
外
国
人
労
働
者
の
人
権
を

最
大
限
に
尊
重
し
た
受
入
を
行
っ
て
い
き

た
い
」と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。�

�

（
組
織
支
援
課
　
形
山
）

　
岡
山
県
中
央
会
は
去
る
2
月
25
日
、
サ

ン
・
ピ
ー
チ
O
K
A
Y
A
M
A
に
て
日
本

繊
維
産
業
連
盟
の
富
吉
賢
一
様
を
講
師

に
、
繊
維
業
に
お
け
る
外
国
人
技
能
実
習

生
受
入
事
業
を
行
う
組
合
を
対
象
と
し
た

繊
維
業
の
上
乗
せ
4
要
件
の
解
説
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
外
国
人
技
能
実
習
制
度
に
か
わ
り
新
た

に
設
け
ら
れ
た
育
成
就
労
制
度
で
は
、
外

国
人
労
働
者
を「
特
定
技
能
」の
水
準
ま
で

育
て
る
と
し
て
い
ま
す
。
繊
維
業
に
お
い

て
も
特
定
技
能
の
対
象
分
野
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
技
能
実
習
制
度
に
お
い
て
時
間

外
労
働
に
対
す
る
賃
金
不
払
い
な
ど
の
法

令
違
反
の
割
合

が
大
き
い
こ
と

を
踏
ま
え
、国
際

的
な
人
権
基
準

の
適
合
や
勤
怠

管
理
の
電
子
化

等
、特
定
技
能
受

入
に
あ
た
り
、4

つ
の
上
乗
せ
要

件
が
設
定
さ
れ

ま
し
た
。

特
定
技
能
制
度
に
お
け
る
繊
維
業
の

上
乗
せ
4
要
件
の
解
説
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

岡
山
初
の
オ
ー
ト
バ
イ
神
社
認
定

禰宜とバイク組合青木理事長
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協
同
組
合
連
合
会
岡
山
市
表
町
商
店
街

連
盟（
以
下
、
表
町
商
店
街
）の「
第
22
回
ま

ち
ゼ
ミ
表
町
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ま
ち
ゼ
ミ
は
、商
店
街
の
専
門
店
が
皆
様

の
生
活
に
役
立
つ
ち
ょ
っ
と
し
た「
知
恵
」

や「
コ
ツ
」を
わ
か
り
や
す
く
、楽
し
く
、そ

し
て
無
料
で
伝
授
す
る
少
人
数
制
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
第
22
回
目
と
な
る
今
回
の
開
催
で
は
、

「
初
心
者
の
た
め
の
香
り
を
楽
し
む
＋
匂
い

袋
作
り
」や「
手
作
り
リ
ン
グ
体
験
」、「
ク
イ

ズ
と
実
験
で
君
も
文
房
具
博
士
に
な
ろ
う
」

等
々
、表
町
商
店
街
の
28
店
舗
で
全
52
種
類

の
多
彩
な
講
座
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
店
主・店
員
の
人
柄
や
店
の
雰
囲
気
を
感

じ
て
も
ら
い
、お
店
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
繋

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
た
め
、
受
講
料
は
無
料（
一
部
、
材
料
費

が
必
要
な
講
座
あ
り
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
講
座
の
内
容
等
、詳

細
に
つ
い
て
は
、表
町
商

店
街
の
H
P
に
掲
載
さ

れ
る
予
定
で
す
の
で
、そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://om
otecho.or.jp/

�

（
総
務
企
画
課
　
太
田
）

●
開
催
期
間

4
月
26
日（
土
）〜
6
月
1
日（
日
）

●
講
座
時
間

60
分
〜
90
分

●
受
講
料

無
料（
一
部
、材
料
費
が
必
要
な
講
座
あ
り
）

奉
還
町
商
店
街
振
興
組
合

県
内
の
高
校
と
連
携
し
、
商
店
街
に

�

設
置
す
る
ベ
ン
チ
を
制
作

披
露
目
す
る
場
が
設
け
ら
れ
、
制
作
に
関
係

し
た
製
造
業
者
、
商
店
街
事
業
者
、
デ
ザ
イ

ン
を
提
案
し
た
学
生
等
が
集
ま
り
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
た
学
生
か
ら
は
、「
授

業
で
は
学
べ
な
い
制
作
上
の
ポ
イ
ン
ト
や

寸
法
の
調
整
等
を
業
者
の
方
と
や
り
取
り

し
な
が
ら
進
め
る
の
は
非
常
に
勉
強
に
な

っ
た
」、
商
店
街
の
事
業
担
当
者
の
高
崎
氏

か
ら
は「
商
店
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
非
常

に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
素
晴
ら
し
い
ベ
ン

チ
が
で
き
た
の
で
、
ぜ
ひ
様
々
な
方
に
座
り

に
来
て
ほ
し
い
」と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
奉
還
町
商
店
街
で
は
、
今
後
も
地
元

学
校
と
連
携
し
て
地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
様
々
な
活
動
を
し
て
い
く
意
向
で
す
。

�

（
組
織
支
援
課
　
長
木
）

　
昨
年
8
月
、
岡
山
科
学
技
術
専
門
学
校

の
主
催
に
よ
り
、
奉
還
町
商
店
街
や
岡
山

工
業
高
等
学
校
と
連
携
し
て「
ま
ち
づ
く

り
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」が
行
わ
れ
、商
店
街

に
設
置
す
る
ベ
ン
チ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
学
生
か
ら
い
く
つ
か
の
案
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
そ
こ
で
優
秀
賞
と
し
て
選
ば
れ

た
デ
ザ
イ
ン
は
非
常
に
素
晴
ら
し
か
っ
た

も
の
の
、
製
品
と
し
て
の
耐
久
性
や
安
全

性
等
の
実
用
的
な
観
点
が
不
足
し
て
い
る

側
面
が
あ
り
、
提
出
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の

ま
ま
商
店
街
に
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
こ
と

は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

岡
山
県
中
央
会
の
特
定
問
題
支
援
事
業
を

活
用
し
て
木
製
家
具
の
製
造
業
者
を
講
師

と
し
、
学
生
か
ら
提
出
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン

に
お
け
る
図
面
上
の
改
善
点
の
共
有
や
、

実
際
に
作
業
の
現
場
の
視
察
を
行
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
現
場
を

実
際
に
見
ら
れ
る
学
生
の
貴
重
な
学
び
の

場
と
し
な
が
ら
、
商
店
街
に
設
置
す
る
ベ

ン
チ
が
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　
3
月
4
日（
火
）に
は
、
優
秀
賞
と
し
て

選
ば
れ
実
際
に
制
作
さ
れ
た
ベ
ン
チ
を
お

第
22
回
得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

in
表
町（
ま
ち
ゼ
ミ
表
町
）の
ご
案
内

制作したベンチに座る高崎氏と学生

組合クローズアップ

中
央
会
お
か
や
ま 

２
０
２
５
年
４
月
号

10



組
合
等
D
X
推
進
支
援
事
業

ア
ロ
ー
ハ
ー
ネ
ス
協
業
組
合

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

岡
山
県
製
粉
製
麺
工
業
協
同
組
合

�
リ
ス
キ
リ
ン
グ
研
修
会
を
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
こ

と
で
、求
人
応
募
数
の
増
加
と
同
時
に
、組

合
の
P
R
力
の
向
上
に
繋
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
U
R
L

https://arrow
harness.com

/

�

（
組
織
支
援
課
　
林
）

的
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
衝
撃
を
受
け
た
。

今
後
の
業
務
に
活
用
し
た
い
」、「
人
材
確
保

に
向
け
た
イ
メ
ー
ジ
社
歌
や
P
R
チ
ラ
シ

等
で
応
用
し
た
い
」な
ど
コ
メ
ン
ト
。

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、デ
ジ
タ
ル
化
社
会

へ
の
対
応
や
社
員
ス
キ
ル
向
上
な
ど
、業
界

に
お
け
る
課
題
解
決
に
向
け
て
、各
種
支
援

メ
ニ
ュ
ー
を
幅
広
く
取
り
揃
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

（
企
業
人
材
支
援
課
　
岡
﨑
）

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
組
合
等
D
X
推

進
支
援
事
業
と
し
て
、
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
制
作
等
に
つ
い
て
の
補
助
事
業
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
は
4
組
合

が
採
択
さ
れ
、
そ
の
中
か
ら
ア
ロ
ー
ハ
ー

ネ
ス
協
業
組
合
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　
当
該
組
合
の
従
業
員
は
女
性
比
率
が

90
％
以
上
と
圧
倒
的
に
高
く
、
子
育
て
世

代
で
も
働
き
や
す
く
す
る
た
め
に
勤
務

日
、
勤
務
時
間
も
柔
軟
な
対
応
を
し
て
お

り
、
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
に

も
登
録
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
そ

の
働
き
方
や
職
場
環
境
を
伝
え
る
手
段

が
少
な
く
、
そ
の
解
決
策
と
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
新
規
制
作
し
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は「
み
つ
か
る
、
私

の
働
き
方
」と
い
う
フ
レ
ー
ズ
を
使
用

し
、
正
社
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト
な

ど
雇
用
形
態
別
の
1
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
例
や
、
従
業
員
の
コ
メ
ン
ト
、
ま
た
採

用
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
求
職
者
が

欲
し
い
情
報
を
得
や
す
く
す
る
工
夫
が

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
組
合
に
所
属
す

る
組
合
員
企
業
等
の
役
員
及
び
従
業
員

を
対
象
に
業
界
団
体
向
け
の
リ
ス
キ
リ

ン
グ
研
修
会
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
リ
ス
キ
リ
ン
グ
と
は
、
技
術
革
新
や
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
業
務
上
で
必
要
と
さ
れ
る
新
し
い
知

識
や
ス
キ
ル
の「
学
び
直
し
」を
行
う
こ

と
と
さ
れ
ま
す
が
、
岡
山
県
製
粉
製
麺
工

業
協
同
組
合
で
は
、
組
合
員
企
業
の
経
営

者
及
び
製
造
、
営
業
、
経
理
等
の
各
従
業

員
が
参
加
し
、
生
成
A
I
・
チ
ャ
ッ
ト

G
P
T
活
用
に
つ
い
て
、
製
造
現
場
や
営

業
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
等
の
応
用
ス
キ
ル

を
高
め
る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活

用
し
た
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。

　
2
日
間
に
わ
た
る
研
修
で
は
、
生
成

A
I
や
チ
ャ
ッ
ト
G
P
T
の
応
用
や
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
な
ど
の
基

礎
知
識
に
加
え
、
情
報
イ
ン
プ
ッ
ト
に
よ

る
営
業
プ
レ
ゼ
ン
資
料
の
作
成
や
イ
メ

ー
ジ
社
歌
の
生
成
な
ど
、
幅
広
い
活
用
法

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
業
務
効
率
が
飛
躍

組合クローズアップ

中
央
会
お
か
や
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４
月
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非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
共同店舗

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 − 10.3 − 7.1 37.9 − 3.4 − 25.9 − 17.2 − 10.3 − 1.7 − 29.3
（− 12.1）（− 4.8） （36.2） （1.7） （− 13.8）（− 10.3） （0.0） （5.2） （− 19.0）

製 造 業 − 6.9 − 6.9 41.4 0.0 − 31.0 − 20.7 − 10.3 0.0 − 27.6
（− 17.2） （0.0） （37.9） （3.4） （− 27.6）（− 17.2） （0.0） （3.4） （− 27.6）

非製造業 − 13.8 − 7.7 34.5 − 6.9 − 20.7 − 13.8 − 3.4 − 31.0
（− 6.9）（− 15.4）（34.5） （0.0） （0.0） （− 3.4） （6.9） （− 10.3）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

2 月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 3         35       20　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・笠岡

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鋳物

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

景況

中
央
会
お
か
や
ま 
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2025年2月分のコメント

岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

岡山県
全　国

製造業

非製造業

DI値
10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0
2 22R.5.1 3 4 5 6 7 9 10 11 12 R.6.1 R.7.13 4 5 6 7 8 9 10 11 128

DI値
20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0
2 2 2R.4.12 R.5.1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 R.6.1 R.7.13 4 5 6 7 8 9 10 11 1212

食料品  

●主原材料の「米」価格高騰への対応に苦慮。政府備蓄米放出による「米」価格への影響を注視している。� 《味噌》
●�年明け来の商品不足を解消しつつも、在庫が増えない状態が続いている。一部得意先で値上げを行っている。春の棚
替でできないところは、秋の改廃までに値上げを完了させる。令和6年産米は希望数量の確保ができた。� 《米菓》

●需要堅調なるも、人員確保に苦慮している。� 《製粉・製麺》
●�業況は平調に推移しているとみられる。人手不足の状況は、飲食業界に留まらず多くの業態にもその影響が出ている。
� 《醤油》

●�飲食を伴うイベント等の開催が、コロナ禍以前の状況に戻りつつあり業況の改善も見受けられるが出荷量は思った
程伸びない。輸出数については好調である。� 《酒造》

繊維工業  

●�セルビッチデニムの引き合いは引き続き好調だが、その他はやや減少気味で、企業間の温度差は激しい。電気料・
燃料費は上昇しているが、原材料である綿花の価格は安定している。海外販売は欧州が停滞気味だが米国は好調と
なっている。� 《織物業・井原》

木材・木製品  

●�あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数は減少傾向にある。� 《製材・県》
化学・ゴム  

●�24年は一部取引先の減産要因があった。25年は回復したことにより2月売上は回復。労働組合から春闘の要求あ
り。対応について検討中。� 《ゴム》

窯業・土石製品  

●�岡山県全体の出荷量は対前年比81.5％であった。令和6年度の補正予算が昨年12月に成立したが、その効果が早
期に発現することを期待する。今年4月のセメント価格の大幅な値上を控え、販売価格の改定が検討されている。

� 《生コンクリート》
●�昨年から仕事が30％〜40％減少。はっきりした原因はわからない。景気が思ったほど良くない。全業種に及ぶよ
うに感じる。リーマンショック時でもある程度で回復したが、今回は先が見えず低迷している状態。今までで一番
悪いのではないか。自動車関係につられて工作機が悪いよう。減速機も悪く、農機具関係も良くない。ポンプや建
設関係も落ちたままで、良くなる兆しがない。先の見通しは、見えない。� 《鋳造》

一般機器  

●�今月も受注量減少、設備操業度の低下が続いており、今後の見通しも暗い。� 《鉄工・岡山》
●�昨年と比べれば、業況は下降気味。季節的要因はあるものの、新規受注も減少傾向にある。3月期決算の組合員は、「今年
度は売上・利益ともに横ばいだが、来年度は減収減益になる可能性が高い」との声も多い。� 《工作機械・総社》

●�取引先の生産計画に伴い、自社の受注量が減少している。� 《工作機械・井笠》
その他  

●�例年通り動きの少ない2月。例年にまして需要等減少しているよう。� 《畳》

製造業

景況

中
央
会
お
か
や
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卸売業   

●�全体的に悪化。売上高が減少した理由は色々あるが、魚の需要自体が減少しているかもしれない。仕入価格も上昇し

ており厳しい状況である。� 《水産物》
小売業  

●��前年は閏年であったため本年は営業日数が少ない月にも拘わらず売上高は前年をクリア、客数は微減となった。食料

品、飲食店舗は好調であり、食料品は客数微減ながら売上はクリア、客単価がアップしたが販売価格上昇による影響

あり。既存店14店舗中、5店舗のみが前年をクリアしており他店は水面下と厳しい結果となった。� 《共同店舗》
商店街  

●�先月同様、販売価格は上昇傾向にあるが、寒波及び諸物価の値上げの影響で売上高上昇に繋がらず厳しい状況が続

いている。� 《商店街・岡山》

●�2月は人の動きが少ない時期ではあるが、週末の土曜・日曜は特に閑散としていた。� 《商店街・津山》

●�若いお客様が増えている反面、高齢者の来客が減っている。� 《商店街・倉敷》
サービス業  

●�前年度比総請求金額は低迷している。前年度比、前月比共減少しており、また、一施術所1件あたりの単価も減少して

いる。引き続き、業界の経営実態は厳しい。　会員の退会（高齢・営業不振・オンライン化に追随出来ない等）が多く、

総請求金額が大きく減少している。個々の施術所、協同組合本体の経営は厳しさを増している。�《医療・柔道整復師》

●�建設業組合員の技能実習生については、ベトナムから国外出国が緩和されたミャンマーへのシフトを継続中、高度人

材も現地からの人材紹介が増加中。機械加工組合員の技能実習生・特定技能のインドからの受入れは、順調に増加（7

名）、今後の2名も入国待ち。一方現地での募集は厳しくなりつつあり、現地会社と調整中。農業組合員から特定技能

の求人あり、ベトナムで継続して求人中。介護サービス組合員のベトナムで講習中の実習生3名は、1月入国し研修中。

服薬指導を含めた人材として、ミャンマーでの特定技能の求人を継続中。� 《異業種》

●�鉄、非鉄スクラップについては、価格は高止まりしているが、発生が少なく物の確保に苦慮している。古紙は、大手製

紙会社が民事再生の申請をして、需給のバランスが一時的に崩れる可能性がある。しかし発生は少ないままなので影

響は限定的か。� 《リサイクル》
●�雪の影響で初旬の週末にキャンセルが出た。人手不足が極まっており、営業ができていない宿が出てきている。�《旅館》 

建設業  

●�ガソリンの高騰が続くとかなり厳しいように思う。� 《防水工事》
運輸業  

●�観光バスの集客人員は前年同月比116％の高い伸びとなった。天候に左右されながらも、旺盛な観光・インバウンド

需要に支えられて前年比で大幅な伸びをみせた。高速バスは前年同月比95％と微減となった。天候の悪い日が多くあ

り稼働に影響が出て前年を下回る実績となった。� 《バス》

●�総体的には、運賃は上昇傾向ではあるが国の燃料油価格激変緩和補助金の縮減等による諸経費の高止まりには追いつ

いていないようだ。� 《トラック》

●�1月は、中国の春節を見越した前倒し動向で輸出入が一時的に活況となったが、2月はその反動で荷動きは低調。国内

についても、物価上昇による節約志向が定着化され、横ばいもしくは微減の状況が続く。� 《倉庫業》
その他  

●�2月についても引き続き資金繰りを中心に事業者支援を行った。本業支援についてもビジネスマッチングで有功商談と

なった先のフォローを引き続き行う。年度変わりであることから資金繰り支援を中心に行う。� 《信用組合》

非製造業
2025年2月分のコメント
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中
央
会
に
昭
和
62
年
に
入
所
し
、
昭
和
・
平
成
・
令
和

と
約
38
年
中
央
会
に
勤
務
し
こ
の
度
3
月
を
も
っ
て
定
年

退
職
い
た
し
ま
し
た
。
思
い
返
せ
ば
中
央
会
に
入
所
当
時

は
、
バ
ブ
ル
景
気
で
経
済
も
ど
ん
ど
ん
上
向
き
、
中
央
会

も
良
く
も
悪
く
も
昭
和
の
の
ど
か
な
雰
囲
気
が
あ
る
い
い

時
代
で
し
た
。
当
時
は
書
類
を
手
書
き
で
作
成
す
る
こ
と

も
多
く
、
組
合
を
訪
問
す
る
に
も
カ
ー
ナ
ビ
も
な
く
、
ネ

ッ
ト
で
地
図
検
索
も
で
き
な
い
の
で
備
置
き
の
住
宅
地
図

を
頼
り
に
道
に
迷
い
な
が
ら
探
し
た
の
が
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
若
い
時
は
色
々
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
組
合
の
方
や
事
務
所
の
先
輩
か
ら
教
え
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
成
長
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
、
組
合
の
役
職
員
の
方
と
繋
が
り
を
深

め
る
事
が
で
き
た
の
は
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
在
職
中
は
、
様
々
な
業
種
の
組
合
の
方
か
ら
、
業
界
や

組
合
の
お
話
を
お
聞
き
し
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
支
援
に

繋
げ
る
か
は
大
変
で
し
た
が
、
支
援
に
携
わ
っ
た
組
合
の

方
か
ら
何
年
た
っ
て
も
何
か
相
談
事
項
が
あ
る
と
き
は
必

ず
ご
連
絡
い
た
だ
け
る
の
は
大
変
あ
り
が
た
く
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
退
職
に
あ
た
り
、
今
ま
で
受
け
た
多
く
の
方
々

の
暖
か
い
ご
指
導
、
支
援
に
対
し
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
組
合
の
発
展
と
皆
様

の
ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

② ④

① ③

selection

　
昨
年
の
県
内
の
交
通
事
故
の
状
況
に
つ
い
て
は
、人

身
事
故
の
件
数
は
4
︐8
6
9
件（
前
年
比
２
９
２
件

減
）、
負
傷
者
数
は
5
︐4
8
9
人（
前
年
比
３
２
７
人

減
）と
な
り
ま
し
た
が
、死
者
数
は
60
人（
前
年
比
11
人

増
）と
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

　
交
通
死
亡
事
故
の
主
な
特
徴
と
し
て
は
、一
昨
年
に

続
き
、
車
両
単
独
、
正
面
衝
突
や
追
突
と
い
っ
た
一
方

的
過
失
に
よ
る
事
故
死
者
が
全
体
の
６
割
を
超
え
て

い
る
こ
と
や
、高
齢
死
者
数
は
37
人（
前
年
比
８
人
増
）

で
全
死
者
の
61
・
７
％
を
占
め
、
依
然
と
し
て
高
い
割

合
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、引
き
続

き
全
て
の
道
路
利
用
者
に
対
す
る
交
通
安
全
対
策
を

し
っ
か
り
と
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、４
月
６
日（
日
）か
ら
４
月
15
日（
火
）

ま
で
の
10
日
間
、「
令
和
７
年
春
の
交
通
安
全
県
民
運

動
」が
県
内
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
４
月
10

日（
木
）は「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」で
す
。

　
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て
、ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ

ん
、
歩
行
者
も
、
自
転
車
利
用
者
も
、
一
人
ひ
と
り
が

交
通
事
故
の
リ
ス
ク
を
他
人
事
で
は
な
く
自
分
の
こ

と
と
し
て
強
く
認
識
し
、交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守

り
、
相
手
に
対
す
る「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
」の
気

持
ち
で
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、交
通
事
故
を
起
こ
さ

な
い
、ま
た
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
交
通
ル
ー
ル　
守
っ
て
笑
顔　
晴
れ
の
国
」

令
和
7
年

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

令和4年3月号掲載
ぽかぽかとした春の日差しが

眠気を誘います。
公園でのんびりしたいものです。

退
職
の
ご
挨
拶

中
西　
進

Information

Information

中
央
会
お
か
や
ま 
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